
この資料について

この資料では、電子帳簿保存法の「タイムスタンプ付与」の必要性についてご紹介しています。「電子帳簿等保存」「スキャナ保存」「電子取引」の

それぞれの制度でのタイムスタンプ付与に関する要件の取り扱いをご紹介した後、どのような対応方法があるのかの３つの方法をご紹介します。

３つの方法でのメリット・デメリットを解説していますので、御社にとって、最適な方法を選ぶ参考にしていただけたら幸いです。
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